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開催日時 令和７年２月１７日（月）午後２時から午後３時３０分まで 

参 加 者 委 員：別紙委員名簿のとおり 

事務局：高齢者福祉課長、専門員兼地域支援係長 

場  所 瀬戸市文化センター 文化交流館２階２１会議室 

内  容 １ 開会 

 ・事務局より本日の会議について説明 

 〈説明内容〉 

議事（１）（２）は瀬戸市と生活支援コーディネーターより説明。 

議事（３）では前回協議体の振り返りを行う。 

議事（４）では地域の居場所実践者の報告をしていただく。 

 

２ 議事 

（１）瀬戸市の活動報告 

【瀬戸市の報告（資料１）】を基に事務局より読み上げ、説明 

 ①瀬戸市高齢者移動支援事業（まごころ）について〔瀬戸地域福祉を考える会まご

ころより説明〕 

  買い物に行きながら楽しく交流することの大切さ。買い物をしているとお話する

時間がなかったが、イートインコーナーでお茶しながら話す時間があった。送迎が

あるため、普段買えないものが買えて充実した会であった。コロナ前は毎月実施し

ていたが、利用者から声が上がったため再開した。また計画を立てて順次開催して

いく予定。 

 〔瀬戸市シルバー人材センターより質問〕 

  瀬戸市の移動支援について、移動手段として自家用車やタクシーを使用すると思

うが、主に自家用車を使用しているのか。 

 〔事務局より回答〕 

  道泉・東明に関して８人乗りジャンボタクシーで送迎をしている。 

 〔瀬戸地域福祉を考える会まごころより回答〕 

  まごころデイサービスの送迎車両を使用している。個人の負担はない。 

 〔基幹型地域包括支援センターより質問〕 

  今まで東明連区ではボッチャをしていたが、今回買い物に変わったが地域の意見

や感想を聞きたい。周知方法は。 

 〔事務局より回答〕 

  ボッチャについては今まで通り地域で実施できるためトライアルとして買い物支

援を導入。アンケート結果より、東明は近くにスーパーがないため「参加して良か

った」という意見をいただいた。一方ジャンボタクシー１台のため、定員が限られ

てしまう。募集人数が定員数を超えることはなかったが今後、周知の方法を検討す

る必要がある。今回はトライアルであるため自治会や地域力を中心に周知。次回以

降は組回覧等で実施していく予定。 



令和６年度第３回瀬戸市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体会議 議事録 

2/4 

 

（２）生活支援コーディネーターの活動報告 

 【資料２】を基に第１層生活支援コーディネーターより読み上げ、説明 

 ４月から１月までの活動状況についてまとめた。４つの題に分けて説明。 

〔地区社協会長連絡会より質問〕 

  移動スーパー「はじ丸」との関連はあるか。 

 〔事務局より回答〕 

  関連はしていない。 

 〔第１層生活支援コーディネーターより回答〕 

  はじ丸とパートナーシップを結んでいる。買い物に困っている地域を提案したり、

はじ丸独自でスーパーやコンビニがない地域へ展開したりしている。客足が遠のい

たら場所を変える等、模索しながら行っている。 

 〔瀬戸地域福祉を考える会まごころより質問〕 

  はじ丸の移動場所は大体どこか。 

 〔第１層生活支援コーディネーターより回答〕 

  現段階では古瀬戸の洞地域。地域の座談会の中で取り上げられ、そこの地域に参

入した。他に品野の井山町付近や東山小学校の上、水野の水北地域もある。 

 

（３）第２回協議体振り返りについて 

 【前回協議体の振り返り】を基に事務局より読み上げ、説明 

 〔委員長より説明〕 

  この振り返りの内容を受けて、高齢者の居場所をどう作り、外出機会に繋げるの

か。本日は実践していただいている２人から報告をいただく。 

 

（４）地域の居場所実践者の報告 

【別紙パワーポイント資料】を基に第２層生活支援コーディネーターより読み上げ、

説明 

【よりどころ「フーちゃん家」】実践者報告 

〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 

 「フーちゃん家」を始めたきっかけは。 

〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

  義理の両親の家を再活用し、地域の方の憩いの場にしていただくことにした。「空

いているから自由に使ってください」というもののなかなか使用する人はいなかっ

た。具体的にするため、社協に相談した。様々な助言をいただき健康麻雀と折り紙

をやることとした。地域の方へはチラシを配布することとした。始めは折り紙だけ

であったが参加者の中に麻雀が好きな男性がいたため、友人を誘ってきてくれた。

そこから口コミで広がっていった。周知のためのチラシも今は毎月よりどころ通信

として発行している。 

 〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 
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  居場所の運営をする中で心がけていることはあるか。 

 〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

折り紙や健康麻雀の他に歌声サロンを実施している。参加者の中に大正琴の先生

がいたため、伴奏をお願いした。歌に関する説明やクイズを導入し、クイズの評判

がとても良く主人も期待に応えるため苦労してクイズを作っている。趣味のなかっ

た主人も今では参加者の反応を楽しんでいるため、主人のためにもよりどころを始

めて良かったと感じている。参加者のリクエストで写経や絵手紙が挙げられた。参

加者が楽しいと思える居場所にしたいと考えている。 

 〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 

  「フーちゃん家」を始めて参加者の声は。 

 〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

「ここにきて本当に楽しくなった」「出かける所ができて嬉しい」、帰る時に笑顔

で「いつもありがとうございます」と言っていただくことが嬉しい。「よりどころが

ある日が楽しく待ち遠しい」と感謝していただいた。 

 〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 

  どうしたらよりどころが増えると考えるか。 

〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

空き家利用は色々と費用はかかり簡単ではないと思うが、空き家が何とか活用で

きないかと思う。一人では参加しづらい場所でも誘いあっていけば参加しやすいた

め、民生委員や色々な団体だけでなく、自分自身も声を掛け合って実践していくこ

とが大切である。「ふーちゃん家」が地域の活性化の一部になっていけばと思う。 

 

【別紙パワーポイント資料】を基に第２層生活支援コーディネーターより読み上げ、

説明 

【よりどころ「東山町交流サロン」】実践者報告 

〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 

 よりどころを始めたきっかけは。 

〔よりどころ「東山町交流サロン」より回答〕 

  效範連区が事務所として使用していた場所で週３回ラジオ体操をしていた。その

後、建物があるならみんなでお茶を飲んでお話しをしようとなった。ラジオ体操を

しているうちに１０人以上の人が集まった。ラジオ体操行くまでの間に色々な人に

会い、声をかけてお茶会をすることになった。一時人数が少なくなったが、おしゃ

べりが楽しい。当時は私がお茶代やお菓子代等負担していたが、寄付してくれたり

助成金の手続きをしてくれたりした。定着してきた時、おしゃべりだけでなく輪投

げやピンポン、コーラス、ハンドベル、ボッチャ、漢字クイズなど色々なことをし

ている。また講師を呼び健康体操を行っている。一番大事にしていることは、来て

楽しいこと、みんなで大きな声で笑えること、次を楽しみにすることである。やっ

ている内に、自分ができることを自発的に行ってくれる。親しい話ができることが
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良いのか、辞める方は少ない。呼びかけのために回覧板を利用している。 

 〔第２層生活支援コーディネーターより質問〕 

  どうしたらよりどころが増えると考えるか。 

 〔よりどころ「東山町交流サロン」より回答〕 

  集会所のため、時間の管理をしなければならない。效範連区で１０年以上サロン

を行っているが、利用料は払っていない。その代わりに集会所を綺麗にさせていた

だいている。福島さんのようにいい場所がなく、月８回というのは素晴らしい。若

い人に引き継いだ時に自分が行くよりどころがあれば良い。 

 

 【質疑応答・意見交換】 

 〔瀬戸市シルバー人材センターより質問〕 

  よりどころ通信について、主人が全て作成し印刷しているのか。何部発行してい

るのか。参加者はどれくらいか。 

 〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

  全て自宅で作成している。３０～４０部程度発行している。どこに配布して良い

か分からないため、よりどころの参加者に渡している。それぞれ人数は異なるが１

０人程度。健康麻雀は人気のため、実施曜日の増加を検討している。 

 〔瀬戸地域福祉を考える会まごころより意見〕 

  サロンを一緒に運営する人が大事だと思うが、どのようにしたら増えるか検討す

るが、３月１７日に元気高齢者サポーター養成講座を開催するのでそこでも広めた

い。 

 〔第１層生活支援コーディネーターより意見〕 

  外出のきっかけがあると良い。きっかけをどこに見出すかポイントにならないか。

地区社協会長連絡会はどう考えるか。 

 〔地区社協会長連絡会より意見〕 

  よりどころ「東山町交流サロン」のよりどころもラジオ体操から繋がってきてい

るものを見つける、そこから紐付けて行う自然の流れで参考になる。地区社協でも

サロンを実施するが教室のように固定化されてしまう。参加者も固定化される。毎

週実施は大変かと思う。団地では独自で健康麻雀のクラブを実施している。部屋を

有料で借りて週２回実施している。興味のあることをいかに見つけるか、引っ張り

出すか、そういった運営をしないと負担ばかりかかってしまうと感じる。 

 〔瀬戸市民生委員児童委員協議会より質問〕 

  参加者の中には民生委員もいるのか。 

 〔よりどころ「フーちゃん家」より回答〕 

  どなたが民生委員をしているのか分からないため、把握できていない。 

 

３ その他 
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４ 閉会  

 


